












省 ｢平成20年度通級による指導実施状況調査結果について｣ によると､ 平成20年度は過去最大
の増加人数を示した (平成20年度：小学校3878名増､ 中学校567名増；平成19年度：小学校33
14名増､ 中学校478名増)｡ 障害種別にみると､ 言語障害が60パーセント､ 自閉症14パーセント､









文献を､ 誤り分析､ アルファベット／フォニックス､ 多感覚アプローチ (	
	

	) などに分類し､ いくつか紹介する｡ 文科省によると発達障害 (

	) とは､  (学習障害)､  (注意欠陥多動性障害)､ 高機能自閉症､
アスペルガー障害など､ 知的な障害を伴わない学習障害の総称である｡ しかし用語に関しては､
｢発達障害｣ という語はいまだ学問的に定着しておらず､ 文科省の表記も ｢､ ､ 高機
























りを直接観察とテストなどに基づいて ｢読み｣､ ｢書き｣､ ｢その他｣ に分類し､ その傾向を分析
































クシアのつまずきと共通していると指摘し､ 小文字の習得に ｢行書体｣ を採用するといった指
導方法を提案している｡
２. アルファベット／フォニックスに関する文献
 平井由美子､ 深谷計子 (2000) ｢学習障害とその近接領域児に対する教科教育－英語学習
の指導法 (２)－つまずきの軽減を考慮したアルファベット学習の指導－｣ 『日本女子体育大
学紀要』 30巻, 165－172.




取り入れ､ 視覚的に類似する文字を識別できるようにした｡ 対象は小学６年生２名､ ５年生１
名の３事例である｡ 事前のアセスメント・テストでは､ 程度の差はともかく各事例とも小文字
は未習の状態で､ 大文字についても不十分であった｡ 内容は､ １回のレッスンで３文字ずつ学

















指導法である｡ 英語の を例にあげると､ この単語は ｢ディーエスケー｣ とは読まず､
｢デスク｣ と発音される｡ なぜなら､ は ｢ドゥ｣､ は ｢エ｣ という音素を表すためで､
文字と音とが一致せず､ 学習者はある時期にそれらの規則を習得しなければならない｡ 書記素
と音素の結びつきに焦点をあてたフォニックスの利点は､ 規則を知ることで見慣れない単語も






学ぶ場合は利点が勝ると強調している｡ ｢フォニックスを使った指導の実際｣ では､ 中学１年






























本書は大きく1 と2 で構成され､ 1 はディスレクシアに関する基礎的な知識､ 言
語スキルを学習するための構造的理論､ 音韻の気づきから読み書きへの総合的なアプローチな














中学生６事例である｡ 同プログラムは３つの時期で構成され､ １期は個別指導､ ２期は文法と








できる範囲を取り出したものである｡ フォニックスの指導は指導書の６段階 (視覚ドリル､ 聴
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覚ドリル､ 綴りドリル､ 読む練習､ 書く練習､ 聞いて書く練習) を実施し､ 学習した４つのフォ
ニックスのルールに基づく単語のリストを読み上げる方式で正誤を調べた｡ 単語のリストは､
アルファベット27文字､ フロスパターン (子音 が語尾で２つ重なる綴り)､ 子音








 河村あゆみ､ 中山健､ 河村暁 (2005) ｢児における英単語読みスキル獲得プログラム
の効果の検討－米国の読みスキル獲得プログラムの適用－｣ 『研究』 14号(3),
315－325.


















たのである (322)｡ 本論文は､ 学習に使用された ｢あいうえおフォニックス｣ 表をはじめ､








として作成された３巻本の第２巻にあたり､ ｢	－３｣ は読み書きの指導に関する [Ⅰ基礎理
論] と [Ⅱ指導] からなる｡ 読み書きに問題を抱える児童全般を対象としているため､ 日本語
のひらがな､ カタカナ､ 漢字に加えて､ 英語のアルファベットが含まれている｡
[Ⅰ基礎理論] ではアルファベット指導に関してアメリカのディスレクシアと比較しながら､
日本語と英語の文字体系の違いを比較し､ ひらがなに比べてアルファベットの習得が困難な理
由をわかりやすく説明している｡ 読み書き障害の事例は ｢音韻性読み書き障害｣､ ｢視覚性読み
書き障害｣､ ｢読解・作文に問題をもつ型｣ と問題ごとに提示し､ 音韻性読み書きに関しては､
ひらがな､ 漢字､ ローマ字・アルファベット学習時における問題点を詳述している｡

















を日記形式で記述させ､ そうしたストラテジーをメタ認知的ストラテジー ()､ 認
知的ストラテジー ()､ 社会的／情意的ストラテジー (
) の３つのカテ












かも不適切に用いていると結論した｡ それはが指摘する ｢良くない学習者｣ の定義と




 中山健､ 森田陽人､ 前川久男 (1997) ｢見本合わせ法を利用した学習障害児に対する英語






文) についてを用いた読み指導を行った｡ 事前テストで現在の問題点を把握し､ そのの
ち毎回新たに３英文の訓練を行い､ 最後に達成テストを行った｡ 指導では絵と絵カードを用い､
まず見本刺激として英文を呈示し､ その英文を表す絵カード (意味) を選択する見本合わせ課










の進学により､ 今後いっそう教室内での格差は広がることが予想される｡ 一般に ｢発達障害児｣
とカテゴライズされている児童・生徒は､ その認知的特性に個性が強いため､ 基礎学習能力に







の実践は､ 個々のニーズに応えるための試みの第一歩であろう｡ 中山 (1997) の ｢見本合わせ
法｣ の研究で示されているような､ すでに特別支援で成果のある指導法を英語学習に応用する
試みも必要である｡ また英語学習では､ 文法の習得とともに､ 文章の作文と読解､ 英会話をど
のように習得させるかという課題もあり､ さらに実践的検証の積み重ねが必要であろう｡
注釈
１ 文部科学省 (2009) ｢平成20年度特別支援教育体制整備等状況調査｣
	
	21041260962 (2009年10月21日アクセス).
２ 野口和人 (2009) ｢高等学校における特別支援教育の現状と課題－全国調査および訪問調査より－｣
『発達障害研究』 31号(3), 日本発達障害学会.









７ 崎美佐子 (1992) ｢読み障害における読みこんなに関する一研究－その要因の分析と指導｣ 筑波大学
大学院教育研究科修士論文.
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